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江別市立大麻中学校 

廣中  未来 

 

１．単元名  第２章 日本の特色と地域区分 「６ 災害から身を守るために」 

 

２．単元や本時においての研究との関わり 

 今回の単元「災害から身を守るために」は、主に「ハザードマップ」に触れ、防災から「減災」へと考え方が

変わってきていること、また、自然災害から身を守るためには「公助・共助・自助」を高める必要があることを

学習する内容である。 

 

 研究：「１年次：社会的事象への関心を高められる授業の展開」との関わりについて 

◎生徒が切実性・必要性を感じ、学びに向かう気持ちを高める工夫 

  本時の学習を進めるにあたり、ただ教科書の内容をおさえるだけではなく、生徒が住んでいる江別市の防災

対策について考えさせることとした。そのため、展開前半で「江別市ではどのような対策や支援が行われてい

るのだろう」と生徒に問いかける場面を入れた。また、江別市でもハザードマップが作成され配布されている

ことから、実際のハザードマップを活用したグループ学習を取り入れた。これらの工夫から、生徒は自分が住

んでいる「地域」という視点で自分事として「減災」や「公助・共助・自助」について考えることができるの

ではないかと考えた。 

 

 ◎生徒の学びに向かう気持ちを、「知識・技能の習得」「社会的な見方・考え方を働かせた思考・判断・表現」

につなげる工夫 

   今回の授業を行うにあたり、江別市役所よりハザードマップを６班×４クラス分いただいた。中にはハザ

ードマップを見たことがない生徒もいると思うので、実物を見て、そこに書き込む作業をすることで、「地

域」という視点で学習を深められると考えた。また、今回のグループ分けは住んでいる場所が近い生徒同士

で分けることにした。災害予測の話し合いをする際に、生活圏を知っている人同士だからこそ「ここは安全」

「ここは災害時に危険がある」など実際の地域を思い浮かべながら、話し合いをより深められると考えたか

らである。 

 

 ◎「導入の工夫」を単元や本時の学習（展開・まとめや振り返りといった終結）に効果的に生かす工夫 

この授業の「導入の工夫」は、教科書の内容確認を導入に持ってくることである。前時では自然災害の種類

と災害が起こる要因について学習した。それを踏まえた上で、導入で「減災」「公助・共助・自助」に触れる

ことで、後半のグループ学習で考えを深める「視点」を生徒に与えられると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．単元の指導計画 

 単元を貫く課題 
分布日本の国土にはどのような地域的特色があるのだろう 

 学習内容 見方・考え方 

０ 地域区分をしてみよう  

１ １ 変動する大地、安定した

大地 
分布・教科書の地図を活用し、震源地と火山の分布から活発な大地と

安定した大地があることに気付かせる 

２ ２ 変化に富む日本列島の地

形（１） 

 

３ ３ 変化に富む日本列島の地

形（２） 

 

４ ４ 四季のある気候 
分布・日本の気候区分とその分布から、どうして日本の気候は６種類

に分かれるのか季節風に触れながら考えさせる 

５ ５ 自然災害に向き合う 
結びつき・日本で起こる自然災害について、何と関係しているのか既

習事項から考えさせる 

６ 

本時 

６ 災害から身を守るために 
地域・江別市でどのような災害対策・支援が行われているかを考えさ

せるとともに、実際に江別市のハザードマップを使い、災害時にど

のように身を守るか考えさせる 

７ ７ 変化する人口  

８ ８ 人口分布のかたよりがも

たらす問題 
分布・教科書の地図を活用し、日本国内の人口分布から、過疎・過密

が生まれていること、またその課題を考えさせる 

９ ９ 輸入に頼る資源・エネル

ギー 

 

１０ 10 日本の産業活動と立地  

１１ 11 交通・通信による結びつ

き 
結びつき・交通と情報通信の視点から、日本と世界の結びつきについ

て考えさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．本時の学習 

 

（１）本時の目標 

  ・ハザードマップの読み取りを通して、自然災害から身を守るための対策や江別市の防災に向けた取り組み

について考え、自分の考えを表現している。（思考・判断・表現） 

  ・グループのメンバーと意見交流をしながら、積極的に取り組もうとしている。（主体的に学習に取り組む

態度） 

 

（２）展開案 

過程 生徒の学習活動 教師の学習活動 留意点 

導入 

10 分 

〇前時の復習 

 ・ペア対話形式 

〇教科書内容の確認、板書を写す 

 

 

〇江別市の取り組みについて考える 

〇ペアの指示を出し、タイマーの設定 

〇教科書内容の説明、板書 

 ・防災から減災へ 

 ・公助、共助、自助 

 「江別市ではどんな取り組み、支援がされ

ているのだろう」 

 ・ハザードマップ 

机間巡視 

展開 

40 分 

 

 

 

〇グループに分かれる 

 

 

〇あんしんマップと WS に沿って災害予測 

 ・自分の家の場所にしるし 

 ・浸水想定区域の確認 

 ・指定緊急避難場所の確認 

〇自宅から避難場所へのルート確認 

 ・話し合いながら取り組む 

・災害時に危険が予測される場所にしるし

をつける 

・安全が確保されるルートを探して書き込

む 

〇その他、必要事項の確認 

 ・災害時給水栓 

 ・トイレ 

 ・食料品や日用品が購入できる店 

〇あんしんマップの表面（情報欄）を確認 

 ・備蓄品等の確認 

 

 

 

〇グループの指示、道具の配布 

 ・住んでいる地域ごとに６班 

 ・防災あんしんマップ、WS 

〇活動の指示 

 ・電子黒板に凡例を映して説明する 

 ・浸水想定区域について説明する 

 ・指定緊急避難場所について説明する 

〇グループで話し合いながら危険予測をす

るように指示 

 

 

 

 

〇マップ内から探してしるしをつけるよう

指示する 

 

 

〇電子黒板に映す 

 

 

 

 

グループ

はあらか

じめ作成 

 

机間巡視 

 

 

机間巡視 

 

 

 

 

 

机間巡視 

まとめ 

10 分 

〇減災について考える 

 ・現在していること 

 ・今後すべきこと 

〇ふりかえりを書く 

〇グループではなく、個人で考えるように

指示する 

 

 

〇ＷＳを回収する 

 

 

（３）本時の評価 

  ・ハザードマップの読み取りを通して、自然災害から身を守るための対策や江別市の防災に向けた取り組み

について考え、自分の考えを表現している。 

  ・グループのメンバーと意見交流をしながら、積極的に取り組もうとしている。 

 

江別市の防災あんしんマップを使って、災害から身を守るための対策や支援について考えよう 



江別市 

ハザードマップを読み取ろう 
 

課題 江別市の防災あんしんマップを使って、災害から身を守るための対策や支援について考えよう。 

 

〇あなたの住所（番地は書かなくていいです） 〇自宅は浸水想定区域に入って 

 

 

 

〇自宅から近い指定緊急避難場所の確認 

地震 
 

 

洪水・土砂災害 
 

 

 

〇自宅から指定緊急避難場所までのルート確認 

→そのルートは災害時でも通れる？ 安全が確保される？ 危険なものは周りにない？ 

 

〇災害時給水栓・トイレ・食料品や日用品が購入できる店の確認 

 

〇備蓄品等の確認              〇自然災害に備えて… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇今回の学習をふりかえって 

 

 

 

 

 

  組   番 名前             

いる →入っている場合の浸水深は 

 いない 

現在していること 

今後する必要があること 



生徒の WSより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


